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1．はじめに

本稿では富士通研究所が開発した説明可能な AI
「Wide Learning」の実践事例について解説を行う．
本稿の内容は経営情報学会 2019年秋季全国研究

発表大会の特別セミナー（大堀，2019）［1］の内容
をまとめたものであり，全 3回にわたる記事の最終
回にあたる．第 1回ではデジタルトランスフォー
メーション（DX）に向けた取り組みが現在重要視
されており，実現場では判断結果を説明する説明
可能な AIが求められていることを述べた．第 2回
では説明可能な AI Wide Learningのコンセプトと
技術内容の解説を行った．最終回である今回は，
Wide Learningによる社会実践の事例をいくつか紹
介する．

2．デジタルマーケティング

最初に，デジタルマーケティング分野での実践事
例について述べる．Wide Learningは，購買データ
における全項目の組合せを網羅的に探索することに
より，ある製品を購入した人と購入しなかった人を
分類する仮説を発見する（図 1）．発見した仮説は
人間にも理解可能であり，たとえば「賃貸物件に住
んでいる未婚の男性は購入する可能性が高い」，「未
婚の女性は購入する可能性が低い」などのマーケ
ティングに有益な知識を得ることができる．

Wide Learningは，発見した仮説を用いて，新規
顧客の購入予測を行う．その際，Deep Learningの
ような従来のAIとは異なり，Wide Learningは予測
根拠の説明が可能であるため，現場の担当者は AI
の予測結果を納得して受け入れやすくなるであろ
う．
さらに，購入予測への活用にとどまらず，顧客を
購入に導くための最適なアクションプランを自動で

提案する技術を開発した［2］．富士通のマーケティ
ング部門による実験では，マーケティングの専門家
が立案したアクションプランよりも，Wide Learn-
ingが提案したアクションプランの方が，顧客のカ
バー率と平均購入見込み率が共に高いことを確認し
ている．このように，Wide Learningは，マーケティ
ングの現場における施策立案や意思決定を強力にサ
ポートできる．

3．製造業における不良品発生要因の分析

次に製造業での実践事例を見てみたい．工場の製
造ラインにおいて不良品の発生を防ぎ，歩留まりを
向上したいという要望は大きい．しかし，一般的に
不良品はめったに発生しないため，不良品に関する
データは極めて少ないのが現実である．従来の AI
技術は，学習のために数万件から数十万件以上の大
量のデータを必要とするため，この用途に用いるこ
とが難しい．

Wide Learningは，数十件から数百件程度の少量
のデータからでも知識発見ができるという特徴があ
る．よって，不良品に関するデータが少なくても，
工場で取得したさまざまなセンサデータの組合せを
網羅的に探索することにより，良品（正常品）には
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図 1　Wide Learningによる仮説の発見
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発生せず，不良品にのみ発生する仮説を見つけ出す
ことができる（図 2）．そして，前節で述べたアク
ションプラン提案技術を用いれば，どのパラメータ
を制御することで不良品が発生しなくなるのかを自
動で提示することができる．
富士通研究所は，これまでに複数の製造業の顧客
と不良品発生要因分析の PoCを実施しており，歩
留まり改善につながる要因の発見に成功している．

4．選挙の当落予測

社 会 課 題 に 対 す る 実 践 事 例 の 1つ と し
て，Wide Learningを 用 い た 選 挙 の 当 落 予 測
（吉田ら，2019）［3］を紹介する．選挙の当落予測は，
従来から報道各社が力を入れて実施している．しか
し，予測結果が分析者のスキルに強く依存してお
り，予測の根拠が外部の人には分かりにくいという
問題があった．
富士通研究所は，Wide Learningを用いて，高精
度な当落予測と，当落要因の分かりやすい説明を両
立する新たな当落予測フレームワークを構築した．

このフレームワークでは，集められた種々のデータ
項目（候補者の属性および個性，選挙区の特性，有
権者の投票意識）の組合せを網羅的に探索して当落
モデルを作成し，それぞれの候補者の当落に関係す
る仮説を抽出することにより，当落予測と当落要因
の説明を行う（図 3）．

2019年 7月の参議院選挙において，公開情報お
よび電話調査を用いて本フレームワークを実証した
ところ，専門家に匹敵する予測精度を達成した．ま
た，各選挙区で当落予測の根拠となる仮説を示すこ
とができ，報道機関から「選挙予測に役立つ」，「デー
タの種類を増やすことにより，より潜在的な仮説の
発見も期待できる」などの評価を得た．

5．おわりに

本稿では，Wide Learningの実践事例として，デ
ジタルマーケティング，製造業における不良品発生
要因の分析，および選挙の当落予測を紹介した．ほ
かにも，金融・流通・ヘルスケア・官公庁などのさ
まざまな現場でWide Learningの適用を実施・検討

図 2　Wide Learningによる不良品発生要因の分析

図 3　Wide Learningを用いた選挙の当落予測
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している．人文科学分野では，国立国語研究所との
共同研究としてWide Learningを用いたビジネス文
書分析を行っている（浅井，2020）［4］（浅井・柳瀬，
2020）［5］．
以上，全 3回にわたり，現場のDXを支える富士
通研究所の新しい説明可能な AI「Wide Learning」
の概要と技術内容，および社会実践事例を紹介し
た．「人に寄り添う AI」「社会から感謝される AI」
の実現を目指し，今後もWide Learningの技術開発
と社会実践を進めていく所存である．
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